
介紹

紹
　
介

織
璃
武
雄
監
修
　
中
務
哲
郎
訳

『。

v
ト
レ
マ
イ
オ
ス
地
理
学
』

　
地
図
史
上
、
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
著
作

と
い
え
ば
、
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
ス
・
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス

の
『
ゲ
細
塵
グ
ラ
ピ
ケ
ー
・
ヒ
ュ
ペ
ー
ゲ
ー
シ
ス
』

で
あ
る
と
す
る
人
も
多
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
か

の
た
び
織
田
武
雄
（
京
都
大
学
名
誉
教
授
）
監
修
・
中

つ
か
さ

務
哲
郎
（
京
都
産
業
大
学
助
教
授
）
訳
注
に
よ
り
、
本

邦
初
の
同
書
の
全
訳
本
が
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
誠

に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
こ
の
書

は
従
来
極
く
限
ら
れ
た
図
書
館
に
多
く
の
場
合
稀

観
本
と
し
て
秘
蔵
さ
れ
て
ぎ
た
。
近
年
そ
の
主
要

刊
本
の
若
干
が
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
日
財
①
舞
遷
旨

9
瓢
。
。
目
Φ
謹
㊤
醤
露
ピ
＆
．
に
よ
り
復
刻
さ
れ
て

い
る
が
こ
れ
ら
の
原
典
に
は
近
づ
き
難
く
、
英
訳

本
と
し
て
国
・
U
．
o
D
富
く
¢
ロ
。
・
o
P
O
o
o
σ
q
B
娼
げ
団
O
h

Ω
帥
＆
ご
。
・
勺
8
冨
ヨ
ざ
匿
。
毛
く
○
同
閃
障
り
認
が
あ

る
が
「
稀
書
蒐
集
家
の
関
心
し
か
惹
か
な
い
」
「
自

分
が
何
を
訳
し
て
い
る
の
か
全
然
理
解
し
て
い
な

い
」
訳
（
国
書
二
〇
五
頁
）
で
あ
り
、
今
日
、
こ
の

全
訳
書
の
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
ま
さ
に
旱
天
に
滋

雨
と
い
え
る
。

　
本
書
は
ま
ず
織
田
武
雄
教
授
に
よ
る
「
解
説
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
『
地
理
学
』
」
（
i
－
鼠
頁
）
を
巻
頭

に
配
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
書
の
科
学
史
、
特

に
地
理
学
史
に
お
け
る
位
掻
づ
け
と
、
そ
の
内
容

の
概
略
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
巻
末
に
収
め
ら

れ
た
一
四
九
〇
年
刊
行
ロ
ー
マ
版
プ
ト
レ
マ
イ
オ

ス
世
界
図
に
よ
っ
て
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
描
い

た
世
界
像
を
概
観
し
て
い
る
。

　
こ
の
解
説
に
よ
っ
て
読
者
は
こ
の
書
の
尽
き
ざ

る
興
味
を
も
教
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
単
純
な
地
名

と
旅
程
や
経
緯
度
を
示
す
数
値
の
背
後
に
、
西
暦

紀
元
二
世
紀
頃
、
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
越
え
「
絹
の

国
」
セ
リ
カ
へ
と
向
う
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
足
跡
を
読

み
と
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
『
漢
書
西
域
伝
』
や

玄
弊
三
蔵
、
マ
ル
コ
・
ボ
ー
ロ
と
の
関
わ
り
で
説

か
れ
て
お
り
、
一
見
、
著
者
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の

視
野
の
外
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
わ
が
国
と
本
書
が

遙
か
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
こ
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
行
き
つ
く
果
て
、

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
世
界
図
の
最
東
北
図
心
リ
カ
の

首
都
セ
ラ
と
と
も
に
、
内
海
と
し
て
示
さ
れ
た
イ

ン
ド
洋
の
東
岸
シ
ナ
イ
人
の
国
の
首
都
テ
ィ
ナ
イ

の
あ
る
こ
と
も
興
味
深
く
、
こ
れ
が
南
海
貿
易
を

通
じ
て
得
ら
れ
た
中
国
の
首
都
を
示
す
も
の
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
セ
ラ
と
の
関
係
は
い
か
に
考
え
る

べ
き
か
な
ど
、
先
述
の
パ
ミ
ー
ル
越
え
が
現
実
に

ど
の
道
を
辿
っ
た
か
と
い
っ
た
問
題
と
と
も
に
、

本
書
が
多
く
の
謎
と
ロ
マ
ン
を
も
含
ん
だ
著
作
で

あ
る
こ
と
も
教
え
ら
れ
る
。

　
勿
論
、
著
者
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
意
図
は
と
も

か
く
と
し
て
、
本
書
の
伝
え
る
と
こ
ろ
が
紀
元
二

世
紀
頃
の
世
界
の
実
像
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
そ
れ
は
当
時
地
中
海
世
界
最
高
の
頭
脳

の
う
ち
に
描
か
れ
た
世
界
の
イ
メ
ー
ジ
に
す
ぎ
な

い
と
も
い
え
よ
う
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
背
後
に
当

時
の
世
界
の
実
像
を
読
み
と
る
こ
と
こ
そ
わ
れ
わ

れ
の
務
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
解
説
は
そ
の
た
め
の

良
き
コ
ー
ド
ブ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
本
書

の
目
次
の
順
に
従
っ
て
内
容
の
紹
介
と
若
干
の
コ

メ
ン
ト
を
記
す
。

　
ま
ず
「
目
次
」
盆
一
W
頁
）
と
「
凡
例
」
（
ロ
エ
軸
重
）
に

次
い
で
本
書
の
中
心
部
を
な
す
翻
訳
文
（
一
一
＝
ゴ

九
頁
）
が
く
る
。
そ
の
底
本
は
「
訳
老
あ
と
が
き
」

に
よ
る
と
、
1
－
V
巻
に
は
ρ
鼠
巨
δ
里
下
ρ

菌、

Q
．
霊
ω
9
㊦
討
Ω
帥
乱
諜
℃
8
冨
ヨ
器
一
〇
8
σ
q
舜
－

唱
践
P
剛
鍵
♂
H
c
◎
。
。
ρ
お
8
　
W
巻
に
は
男
9

≦
嵩
げ
。
お
曾
麟
．
即
○
＄
ω
犀
。
抄
O
鼠
¢
α
隣
勺
け
9
争

土
器
陣
0
8
σ
q
墨
喝
匡
㊤
Φ
甥
げ
ユ
o
o
8
曾
国
ω
器
⇔
H
c
。
ω
o
。

ー
ド
Q
。
島
　
町
巻
一
－
四
章
に
は
　
U
●
図
①
⇔
o
強
い
や

165 （795）



○
ひ
。
σ
q
δ
℃
ぼ
。
征
。
℃
8
冨
日
＄
．
ご
謬
α
o
．
回
舘
討

H
Φ
b
。
㎝
、
そ
れ
以
降
に
は
ρ
国
｝
累
。
げ
σ
ρ
Ω
即
午

臣
同
娼
8
同
①
ヨ
ρ
9
0
8
σ
q
鎚
や
げ
陣
斜
ピ
。
甘
臥
σ
q
H
o
。
お
－

蒔
G
日
（
鵠
一
一
創
①
ω
げ
Φ
一
昌
p
　
H
り
①
O
）
を
用
い
て
い
る
（
た

だ
し
風
巻
一
一
四
章
の
数
値
に
つ
い
て
は
最
後
者
に
よ

る
）
。
最
も
信
頼
す
べ
き
窯
巴
δ
H
の
按
合
が
未

完
に
終
り
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
テ
ク
ス
ト
の
現
わ

れ
て
い
な
い
今
日
に
お
い
て
は
妥
当
な
選
択
と
思

わ
れ
る
。
訳
老
は
こ
の
他
に
も
ギ
リ
シ
ア
語
写
本

（
冒
国
ω
o
げ
震
讐
O
o
α
Φ
囲
く
巴
ぼ
⇔
霧
O
㌶
8
島
。
。
さ
○
”

い
①
鉱
O
P
＼
い
。
首
巴
α
q
H
り
G
。
b
。
）
一
五
・
一
六
世
紀
の

ラ
テ
ン
語
刊
本
な
ど
を
も
参
考
と
し
て
い
る
。

　
第
－
巻
の
「
総
論
」
（
一
－
一
六
頁
）
は
二
十
四

の
章
か
ら
な
り
、
地
理
学
と
地
誌
学
の
相
違
、
地

理
学
の
前
提
と
し
て
の
天
文
観
測
の
必
要
性
、
テ

ユ
ロ
ス
（
現
タ
イ
ァ
）
の
マ
リ
ノ
ス
の
著
書
『
地
理

学
』
批
判
、
地
図
作
成
法
（
純
円
錐
図
法
と
擬
円
錐

図
法
）
な
ど
に
つ
い
て
説
い
て
い
る
。

　
第
－
巻
か
ら
第
W
冷
酒
四
章
ま
で
は
、
当
階
の

既
知
の
世
界
、
即
ち
西
は
大
西
洋
上
の
経
度
○
度

の
極
楽
諸
島
（
カ
ナ
リ
ア
諸
島
か
）
か
ら
、
東
は
前

述
の
セ
リ
カ
の
経
度
一
八
○
度
、
つ
ま
り
地
球
の

半
球
に
わ
た
り
、
北
は
イ
ギ
リ
ス
の
北
方
ト
ゥ
レ

島
の
北
緯
六
三
度
一
五
分
か
ら
南
は
エ
チ
オ
ピ
ア

の
奥
地
ア
ギ
シ
ュ
ム
バ
の
南
緯
一
五
度
に
及
ぶ
広

大
な
範
囲
に
わ
た
り
約
八
一
〇
〇
地
点
の
経
緯
度

を
示
し
地
図
作
成
の
便
に
供
し
て
い
る
。

　
第
H
巻
（
　
七
－
三
八
頁
）
「
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
西
部

の
州
ま
た
は
総
督
領
ご
と
の
説
明
」
第
一
章
で
記

載
の
原
則
を
示
す
（
北
か
ら
南
へ
、
西
か
ら
東
へ
）
。

次
い
で
第
二
章
ブ
レ
ッ
タ
ニ
ア
の
イ
ウ
ェ
ル
ニ
ア

島
（
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
）
か
ら
第
一
六
章
イ
ッ
リ
ュ
リ

ス
、
す
な
わ
ち
リ
ブ
ゥ
ル
ニ
ア
と
ダ
ル
マ
テ
ィ
ア

ま
で
。

　
卑
屈
巻
（
三
九
一
六
〇
頁
）
「
ヨ
i
駆
ッ
パ
東
部

の
州
ま
た
は
総
督
領
ご
と
の
説
明
」
第
一
章
イ
タ

リ
ア
か
ら
第
一
五
章
ク
レ
タ
島
ま
で
。

　
第
W
巻
（
六
一
－
七
六
頁
）
「
全
リ
ビ
ア
の
州
ま

た
は
総
督
領
ご
と
の
説
明
」
第
一
章
マ
ウ
リ
タ
ニ

ア
・
テ
ィ
ソ
ギ
タ
ネ
か
ら
第
八
章
内
エ
チ
オ
ピ
ア

ま
で
。

　
第
V
巻
（
七
七
1
九
七
頁
）
「
大
ア
ジ
ア
の
最
初

の
部
分
の
説
明
」
驚
聖
母
＋
ポ
ソ
ト
ス
お
よ
び
ビ
テ

ユ
ニ
ア
か
ら
第
一
九
章
バ
ビ
ュ
ロ
ニ
ア
ま
で
。

　
第
M
巻
（
九
九
一
＝
三
頁
）
「
大
ア
ジ
ア
の
第
二

の
部
分
の
説
明
」
第
一
章
ア
ッ
シ
ェ
リ
ア
か
ら
第

一
＝
章
ゲ
ド
ロ
シ
ア
ま
で
。

　
第
W
巻
（
｝
一
五
1
＝
一
八
頁
）
「
大
ア
ジ
ア
の
最

果
て
の
部
分
の
州
ま
た
は
総
督
領
ご
と
の
説
明
」

第
一
章
ガ
ン
ジ
ス
河
の
内
側
の
イ
ン
ド
か
ら
第
四

章
タ
ブ
ロ
パ
ネ
島
（
セ
イ
ロ
ン
）
ま
で
が
地
名
表
、

第
五
章
一
第
七
章
は
世
界
地
図
の
要
約
、
ア
ー
ミ

ラ
リ
ー
天
球
、
平
面
天
球
図
の
概
要
。

　
第
二
巻
（
一
二
九
1
＝
二
九
頁
）
「
要
約
」
（
第
一
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
イ
ク
　
メ
ネ
ほ

一
第
一
瞬
二
〇
章
）
に
お
い
て
は
「
人
間
の
住
む
世
界
」

を
何
枚
の
地
図
に
分
割
し
て
描
く
か
に
つ
い
て
論

じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
図
の
扱
う
地
域
の
経
緯
度
を

説
明
す
る
こ
と
で
こ
の
大
著
を
終
っ
て
い
る
。

　
次
に
「
訳
注
」
（
一
四
一
一
一
五
一
頁
）
が
く
る
。

第
－
巻
の
そ
れ
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
の
地

理
学
史
に
特
に
通
じ
て
い
な
い
人
々
に
と
っ
て
本

書
を
読
む
上
で
の
基
礎
知
識
を
提
供
し
て
お
り
、

古
代
地
理
学
史
入
門
と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
い

る
が
、
若
干
気
に
な
っ
た
点
を
あ
げ
て
お
こ
う
。

　
注
一
　
地
理
学
（
ゲ
，
万
ー
グ
ラ
ピ
ア
）
と
地
誌
学

（
コ
ー
ロ
グ
ラ
ピ
ア
）
の
原
蕪
咽
を
「
地
球
（
世
界
）
を
鮎
舳

す
学
」
「
地
域
を
聾
す
学
」
と
し
て
い
る
が
「
晒

す
」
で
は
文
字
で
記
述
す
る
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
強
く
な
る
。
グ
ラ
ペ
イ
ソ
に
「
描
く
」
と
い
う

意
味
の
あ
る
こ
と
に
触
れ
る
と
、
訳
注
者
が
続
け

て
ゲ
オ
ー
グ
ラ
ピ
ア
を
「
こ
こ
で
は
『
世
界
地
図

学
』
と
で
も
訳
す
べ
き
内
容
で
あ
る
」
と
記
し
た

こ
と
や
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ
ス
、
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
め

地
理
学
の
本
質
が
よ
り
理
解
さ
れ
易
い
注
と
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
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介紹

　
黒
馬
　
円
周
の
三
六
〇
等
分
が
エ
ラ
ト
ス
テ
ネ

ス
に
始
ま
る
と
し
て
い
る
の
は
訳
注
者
が
参
考
書

と
し
て
掲
げ
て
い
る
（
二
〇
七
頁
）
○
．
〉
．
≦
．
U
苧

げ
ρ
O
器
Φ
閃
ρ
⇒
α
閃
。
ヨ
9
⇔
寓
9
唱
ω
”
δ
c
。
伊
℃
．
ω
b
。
．

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
∪
●
図
．
U
ざ
匿
ω
”
日
財
o

O
8
σ
q
墨
℃
ぼ
。
巴
司
旨
σ
q
B
Φ
馨
。
。
o
h
鵠
ぢ
も
鍵
。
げ
器
”

お
①
ρ
や
犀
。
。
「
に
よ
る
と
そ
の
確
証
は
な
い
と

し
て
お
り
こ
れ
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

　
注
一
八
　
イ
ン
ド
の
リ
ミ
ュ
リ
ケ
が
「
ポ
イ
テ

ィ
ソ
が
一
図
に
ロ
兄
え
る
U
騨
白
貯
涛
。
（
タ
ミ
ル
の
国
）

に
あ
た
る
か
」
と
あ
る
が
、
O
即
ヨ
三
〇
。
と
す
べ

き
で
あ
る
。

　
注
四
二
　
『
ア
ル
マ
ゲ
ス
ト
』
の
手
も
と
に
な

い
養
老
に
は
少
々
難
解
と
思
わ
れ
る
。
注
七
一
等

の
よ
う
に
図
が
あ
れ
ば
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

　
注
九
四
　
ク
リ
マ
に
関
す
る
記
述
で
、
本
文
の

H
彫
塗
”
。
。
と
H
．
b
。
ω
　
が
合
わ
な
い
の
は
、
前
・
者

が
マ
リ
ノ
ス
の
示
し
た
ク
リ
マ
で
あ
る
こ
と
に
起

因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
平
皿
巻
以
降
の
訳
注
も
極
め
て
行
き
届
い
て
は

い
る
が
、
笹
舟
上
の
注
記
を
主
と
し
て
お
り
、
地

名
の
比
定
に
関
し
て
は
特
に
問
題
の
な
い
も
の
は

本
文
中
の
各
地
名
の
後
に
（
）
で
比
定
地
名
を
示

し
て
い
る
。
し
か
し
、
訳
注
者
は
そ
の
数
を
可
成

り
限
定
す
る
と
い
う
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
お
り
、

な
お
多
く
の
地
名
を
（
）
で
示
す
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
謎
解
き
の
楽
し
み
は

読
者
に
残
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
筆
者
曾
遊
の
地

イ
タ
リ
ア
の
カ
ム
パ
ニ
ア
人
の
累
々
（
三
九
頁
）
の

う
ち
、
ク
ゥ
マ
イ
、
ミ
セ
ノ
イ
、
プ
ゥ
テ
オ
ロ
イ
、

ネ
ア
ポ
リ
ス
に
は
最
後
者
に
の
み
（
ナ
ポ
リ
）
と
比

定
地
名
を
付
し
て
い
る
が
他
も
（
ク
ー
マ
）
（
、
ミ
セ

ノ
）
（
ポ
ッ
ッ
ォ
ー
リ
）
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も

っ
と
も
全
巻
に
わ
た
り
、
こ
の
よ
う
な
作
業
を
厳

密
に
行
な
お
う
と
す
れ
ば
多
く
の
専
門
家
の
協
力

が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
絞
僧
上
の
訳
注
で
W
巻
以
降
の
数
値
に
関
し

ρ
属
魯
σ
q
o
ぴ
㊤
器
お
勺
8
冨
ヨ
図
．
ω
○
①
o
σ
q
雷
℃
財
ざ

し
d
o
o
匿
く
H
H
”
O
げ
p
や
①
欝
メ
困
巴
ω
8
（
一
㊤
帆
Φ
）

や
　
℃
●
ω
o
げ
コ
ρ
び
。
剖
　
8
Φ
猶
什
¢
5
縣
囚
㊤
洋
。
昌
創
①
ω

℃
け
9
0
日
四
二
ρ
冒
①
誉
田
σ
q
一
㊤
ω
り
等
に
よ
り
綿
密
な

テ
ク
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
を
行
な
っ
て
い
る
こ

と
は
特
筆
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

　
次
に
　
「
索
引
」
（
一
五
三
－
一
九
七
頁
）
は
三
部

（
黒
八
○
○
○
項
昌
）
か
ら
な
り
、
第
一
の
「
地
名
・

部
族
名
」
は
全
巻
に
わ
た
り
、
カ
タ
カ
ナ
表
記

一
（
意
味
の
あ
る
地
名
の
試
訳
）
r
ギ
リ
シ
ア
語

表
記
　
　
（
現
代
名
、
ま
た
は
史
上
有
名
な
別
名
）
の
順

で
示
し
て
い
る
。
第
二
に
は
「
人
名
」
十
三
項
目

を
、
第
三
に
は
「
物
産
」
二
七
項
目
を
掲
げ
て
い

る
が
、
人
名
に
関
し
て
は
初
出
箇
処
を
示
す
の
み

で
あ
る
。

　
次
の
「
天
文
学
・
地
理
学
用
語
原
語
対
照
表
」

（一

續
ｪ
頁
）
に
お
い
て
は
九
二
の
術
語
の
訳
語
が

そ
の
原
語
の
ギ
リ
シ
ア
語
と
と
も
に
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
訳
注
で
解
説
さ
れ
た
も
の
に
は
本

文
に
お
け
る
そ
の
鳶
色
を
付
記
し
て
い
る
が
、
そ

の
数
は
残
念
な
が
ら
多
く
は
な
く
、
可
照
時
間
帯

（
ク
リ
マ
・
ク
リ
マ
タ
）
、
気
候
（
ク
ラ
シ
ス
）
、
灘
川
（
エ

パ
ル
キ
ア
）
、
総
督
領
（
サ
ト
ラ
ペ
イ
ァ
）
、
標
塗
・
時
間

（
ク
ロ
ノ
イ
・
イ
セ
｝
メ
リ
ノ
イ
、
ホ
ー
ラ
イ
・
イ
セ
玉

メ
リ
ナ
イ
）
、
プ
ロ
キ
オ
ソ
（
プ
ロ
キ
ュ
オ
ー
ン
）
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
以
外
の
注
に
解
説
に
な
い
語
の
う

ち
に
も
説
明
を
要
す
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
と
考
え

る
。
例
え
ば
擬
似
河
口
、
天
体
観
測
儀
。
も
っ

と
も
こ
の
表
は
訳
注
者
の
翻
訳
に
対
す
る
責
任
あ

る
姿
勢
を
示
す
も
の
で
、
読
者
へ
の
術
語
の
解
説

を
意
図
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
。

　
こ
れ
ら
の
訳
語
の
う
ち
「
ア
ー
ミ
ラ
リ
i
天
球
」

は
英
和
辞
典
に
鶏
日
崖
p
蔓
ω
や
げ
竃
Φ
の
訳
語
と

し
て
示
さ
れ
て
は
い
る
が
、
他
方
「
渾
天
儀
」
と

い
う
よ
り
一
般
的
な
用
語
も
あ
り
、
こ
れ
を
付
記

す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
パ
ラ
ッ
レ
ー
ロ

ス
に
は
確
か
に
「
緯
度
圏
」
と
い
う
訳
語
も
あ
り
、
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『
地
図
学
用
語
辞
典
』
（
ヨ
本
岡
際
地
図
学
会
編
　
一

九
八
五
）
に
も
「
見
よ
項
目
」
と
し
て
採
ら
れ
て

は
い
る
が
、
「
経
線
」
に
対
し
て
「
緯
線
」
と
い

う
よ
う
に
「
子
午
線
」
に
対
し
て
は
「
平
行
圏
」

と
い
う
術
語
を
用
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
字
面

か
ら
は
「
緯
度
圏
」
の
方
が
意
味
を
と
り
易
い
で

あ
ろ
う
が
。

　
次
い
で
鼠
箪
ざ
目
と
瓢
。
σ
げ
Φ
の
テ
ク
ス
ト
の

「
章
節
番
号
対
照
表
」
（
＝
九
一
二
〇
三
頁
）
を
掲

げ
、
よ
り
専
門
的
な
利
用
に
供
し
て
い
る
。

　
更
に
「
訳
者
あ
と
が
き
」
（
二
〇
四
一
二
〇
△
員
）

が
あ
り
以
下
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
A

テ
ク
ス
ト
（
前
述
）
、
B
　
章
節
の
番
号
（
1
…
V
巻

は
旨
豊
一
Φ
戦
に
、
　
M
I
田
巻
は
冥
。
σ
σ
o
に
よ
っ
た
こ

と
）
、
C
　
翻
訳
（
既
存
の
訳
本
五
種
を
そ
の
簡
単
な
評

価
と
と
も
に
紹
介
）
、
D
　
地
名
の
比
定
（
七
種
の
著

作
の
紹
介
と
本
書
の
比
定
地
名
の
表
記
が
『
グ
ラ
ン
ド

世
界
大
地
図
』
（
人
文
社
・
全
難
解
　
｝
九
七
八
）
に
よ
る
こ

と
）
、
E
　
地
図
（
訳
注
者
の
参
照
し
た
断
種
の
地
図
頚
、

う
ち
四
種
は
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
図
）
、
F
　
参
考
書
（
プ

ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
天
文
学
や
地
理
学
に
拝
す
る
文
献
六

種
と
、
そ
の
天
文
書
の
訳
本
四
種
）
、
G
　
謝
辞
。

　
こ
の
書
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
て
い
る
の
は
巻

末
に
所
載
の
前
述
の
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
世
界
図

「
団
日
O
ピ
国
寓
当
国
d
ω
切
○
竃
》
国
H
偽
り
O
」
（
二
〇
九

⊥
一
容
二
頁
）
で
あ
る
。
こ
の
図
は
A
系
統
、
即
ち

世
界
図
一
、
地
方
図
二
六
、
計
二
七
図
か
ら
な

り
、
元
来
〉
■
国
富
。
乙
Φ
器
憲
α
｝
倉
畷
斜
。
。
。
巨
陣
｝
甲

跨
訟
霧
8
些
⑦
　
国
鎚
ぐ
鎖
陣
。
。
8
小
勇
9
　
0
ρ
ぽ
？

σq

求
獅
ｰ
ざ
ω
8
0
園
げ
。
閑
日
H
Q
。
G
。
り
に
復
刻
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
書
は
一
九
七
〇
年
に
は
囚
H
碧
ω

の
リ
プ
ト
ソ
版
が
、
　
一
九
七
三
年
に
は
U
o
く
興

勺
藏
び
嵩
o
ρ
焦
o
o
o
り
讐
H
誤
。
．
に
よ
り
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク

の
廉
価
版
が
刊
行
さ
れ
た
た
め
、
以
前
よ
り
比
較

的
容
易
に
入
手
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え

こ
の
廉
価
版
で
さ
え
店
頭
で
見
か
け
る
こ
と
の
少

く
な
っ
た
今
日
で
は
、
本
書
へ
の
再
録
は
誠
に
喜

ば
し
い
。
ま
た
こ
の
図
は
訳
注
者
も
述
べ
て
い
る

よ
う
に
訳
書
に
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
、
地
名
の
ラ

テ
ン
語
表
記
を
知
る
手
段
と
し
て
も
利
用
で
き
る
。

　
以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
科
学
史
研
究

に
お
け
る
必
須
の
文
献
で
あ
る
と
と
も
に
、
世
界

史
上
の
道
標
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
ま
た
偉
大
な
文

化
遺
産
の
ひ
と
つ
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
り
、

本
訳
書
は
わ
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
発
達
に
大
き

な
役
割
を
果
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

轍
頁
左
辺
上
か
ら
一
六
行
目
の
「
柳
度
1
5
分
」
は

「
籾
度
1
5
分
」
の
、
一
四
二
頁
注
三
九
の
「
福
二
」

は
「
杭
州
」
の
明
ら
か
な
校
正
漏
れ
で
あ
り
、
本

書
の
真
価
を
傷
つ
け
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

　
末
筆
に
な
っ
た
が
、
こ
の
難
解
な
著
作
を
丁
寧

な
訳
注
と
と
も
に
潮
訳
さ
れ
た
懸
子
を
始
め
、
本

書
を
江
湖
に
送
る
た
め
の
労
を
厭
わ
れ
な
か
っ
た

関
係
者
各
位
に
敬
意
と
感
謝
の
念
を
類
す
る
次
第

で
あ
る
。
な
お
蛇
足
を
記
す
と
、
本
書
の
中
世
イ

ス
ラ
ム
地
理
学
へ
の
影
響
と
『
テ
ト
ラ
ビ
ブ
ロ
ス
』

の
箸
者
と
し
て
の
、
つ
ま
り
占
星
術
師
と
し
て
の

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
側
面
に
触
れ
て
ほ
し
か
っ
た

と
い
う
の
は
望
蜀
の
言
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
（
A
4
判
　
二
八
四
頁
　
一
九
八
六
年
五
月

　
　
　
　
東
海
大
学
出
版
会
　
二
五
、
○
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橘
　
正
　
大
阪
大
学
助
教
授
）

『
井
波
町
肝
煎
文
書
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
一
古
文
書
』

　
本
書
は
富
山
県
砺
波
郡
井
波
町
に
伝
わ
る
、
近

世
の
町
肝
煎
の
文
書
に
近
代
の
町
会
駈
・
戸
長
役

場
等
の
文
書
を
加
え
た
も
の
の
目
録
で
あ
る
。
同

文
書
は
現
在
井
波
町
立
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
お

り
、
未
整
理
分
を
含
め
る
と
総
点
数
は
四
万
点
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
一
部
は
七
十
年
に

刊
行
さ
れ
た
『
井
波
町
史
』
下
に
収
載
さ
れ
て
い

る
が
、
八
十
四
年
に
出
さ
れ
た
冊
子
類
（
触
留
、
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